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◇特集/技術解説・□□□□■◇

　

　今回は，選択における“無理”

と“無謀”について考えたい。場

面は，小口径管推進工法，特に，

低耐荷力方式での土質条件による

工法選定だ。

　小口径管推進工法は，口径

800 ㎜未満の推進管に適用される

もので，このクラスの小さな管で

は，作業員が管内に入ることは一

切禁じられている。掘進作業はす

べて地上からの遠隔操作でなされ

る。推進技術の中でも，かなり高

度に洗練されたものだ。

 小口径管推進工法は，鋼製さや

管方式のほか，高耐荷力方式と低

耐荷力方式に区分される。前者

は，掘進中に作用する切羽からの

先端抵抗と推進管列が地山から受

ける周辺摩擦抵抗に対し，発進側

からの元押推力をすべて推進管

端に加え押し進むが，後者は，先

端抵抗と周辺摩擦抵抗を分け，推

進管端には摩擦抵抗分だけ作用さ

せる。だから，管軸強度が低い硬

質塩ビ管でも，推進工法に使用で

きる。我が国推進関係者の熱意が

これ程の高度な技術を生んだ。そ

れ故，その工法選定には繊細な配

慮が求められる。だが，ここに来

て，低耐荷力方式での明らかな工

法選定ミスとしか言いようもない

施工トラブルが多発している。そ

の背景に，“無理”と“無謀”が

潜んでいる。

　“無理”とは，実現することが

難しいこと，“無謀”とは，結果

に対する深い考えがないこと，と

辞書にはある。“無理”も“無謀”

も人生では余りやりたくはないも

のだが，両者の間には何か微妙な

差がありそうだ。“無理”は，実

現する可能性がわずかでもある，

あるいは，条件さえうまく整えば

実現させる自信がある程度ある，

ことに思える。普通に考えれば無

理なことだからこそ，果敢に挑戦

する気にもなる。だが，“無謀”

は，明らかに，愚か者の行為その

もの，その根拠は全く見当たらな

い。“無理”は場合によっては許

されるが，“無謀”は如何なる場

合でも許されない。

　低耐荷力方式の各工法では，機

械メーカ側は，自ら開発した掘進

機の機能を最大限評価してほしい

と，その適用土質範囲をギリギリ

まで拡げる。施工側は，施工の安

全，確実，収益から範囲を限定し

たい。発注側は，工事金額を理由

が付く範囲で極力安く抑えたい。

この三者の思惑が，施工トラブル

の温床となる。

　工法選定の基は地質調査結果

だ。これは，通常，口径が66 ㎜

や86 ㎜のボーリングロッドで行

われ，言わば，大地の中を針穴

から覗くようなものだ。おまけ

に，推進施工線上でないものも多

い。そんな状況で，発注者側が自

分に都合の良いものだけを判断根

拠に，一番安い工法を選択された

のでは，施工側はたまらない。正

に，“無謀”の領域に踏み込んで

いるとしか言えない。

　ここでの提案は二つ。発進立坑

掘削時に土質状況を確認するこ

と。“無理”，“無謀”を冒した者

は，その結果に責任を持つこと。

世の常識，当たり前のことと思え

るのだが…。

〈編集委員長　石川和秀〉

●●●●編集後記

No.53　2005　Oct.　　平成17年10月１日発行

編　集：「No - Dig Today」編集委員会

 編集企画小委員会

発行所：日本非開削技術協会

 〒107-0052  東京都港区赤坂１-６-１４

赤坂協和ビル３F

 TEL.03（3586）5181　FAX.03（3586）5183

発行人：松井大悟

印刷所：株式会社　LSプランニング

● ご案内 ●
◇本誌のご購読について

　ご購読をご希望の方は，巻末の振込み用紙で

当協会まで直接お申し込み下さい。
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◇発行

　年４冊：１・４・７・10 月１日発行
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◇投稿
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の紹介，関連団体の動向や講演会，セミナー・

展示会の案内など，情報をお寄せ下さい。


